
        

００ 

２０２０．１１ 

近畿中国森林管理局 

広島北部森林管理署 ひろほく通信 

第１９号 

全国には､約 2,500万㌶の森林があります。その森林の
約 61％が私たちの暮らす中山間地域にあります。これら
の地域には、森林のほかに田、河川、湖沼などの自然が
あり、それらは多様な生物の生育・生息環境ともなってい
ます。広島北部森林管理管内にある灰塚ダム知和ウエッ
トランドの周辺には、2006 年にコウノトリが飛来するなど豊
かな自然が残っています。知和ウエットランドでは、コウノト
リの再飛来を期待して、様々な取組をこれまでも行ってお
り、11 月 15 日には、「夢プロジェクトコウノトリきんさい作
戦」と題したイベント(森林管理署共催)が行われこととなっ
ています。広島北部森林管理署では、10 月 15 日コウノト
リの巣づくりに必要な広葉樹の枝を提供しました。広島北
部森林管理署では、コウノトリの巣づくり材料提供等を通
じた地域の生物多様性活動を支援していきます。 

中山間地域の生物多様性の保全を支援します 

庄原実業高校への森林環境教育について 

将来の民国連携に向けての取組について 
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広島北部森林管理署では、昨年度から庄原実業高
校環境工学科で林業を学ぶ生徒を対象に、専門教科を
補完する分野について継続的な森林環境教育を行って
います。また、今年度からは、広島県森林組合連合会と
連携し、より効果的な森林環境教育を提供していくこと
としており、10 月 14 日には明現山国有林において、環
境工学科 3 年生 10 名に高性能林業機械の操作や作
業実演による森林環境教育を行いました。参加した生
徒からは「初めて高性能林業機械を観て、更に林業に
興味を持った。」などの意見が聞かれました。また、10
月 21 日と 23 日にも、環境工学科の 1 年生(33 名)、2
年生(23 名)への森林環境教育(座学)を行いました。広
島北部森林管理署では、引き続き、教育機関での森林
環境教育を通じた人材育成に取り組みます。 

広島北部森林管理署では、管内の市町が森林経営
管理制度に基づく森林経営管理事業を将来行う際に、
当該事業区域(民有林)に国有林が近接・隣接している
場合には、国有林の森林施業に関する情報等を前広に
提供することで、各市町において森林経営管理制度が
スムーズに運用していくよう、支援していくことが重要だ
と考えています。このため、広島北部森林管理署では、
各市町単位で行われている地域調整会議に積極的に
参画させていただき、将来の民国連携に向けた必要な
調整、情報の提供などに努めています。広島北部森林
管理署では、三次市(7 月 9 日)、神石高原町(8 月 18
日)の地域調整会議に続き、10 月 9 日庄原市の地域調
整会議にオブザーバ参加しました。今後も地域調整会
議を通じた民国連携に取り組んでいきます。 

森林環境教育(3 年生) 

巣の材料(広葉樹) 

コウノトリ(知和ウエットランド提供) 
募集チラシ 

広島県の挨拶 調整会議の様子 

調整会議の様子 庄原市からの説明 
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